
令和 年　 月　 日時点

（１）施策の目標指標、KPI

（２）重点施策に関する検証

（３）当該重点施策に関連する事業について（合計事業費）

・商業施設のオープンと同時に開設される多世代交流施設を円滑に運営する。
・本市の強み、地域資源を最大限に活用した生涯活躍のまち「みらいあさひ」を官民連携事業として高い事業
性と公益性を兼ね備えた形で実現するために、事業者グループや旭中央病院などとの連携・協働により、生
涯活躍プログラムの企画・実施や情報発信による移住見込者の獲得及び関係人口の創出に取り組む。

-

検
証
内
容

⑥3年度施策の方針に関連する事務事業名

数値
目標

ＫＰＩ

② （１）数値目標・ＫＰＩの
実績値と（２）－①の状況
の理由等

【達成状況：Ｄ】令和２年は▲74人の社会減となった。要因としては外国人の国外からの転入が新型コロナウ
イルス感染拡大防止による入国制限により大きく減少している。また日本人は10代～20代の若年層が転出超
過になっている。

ＫＰＩ15【達成状況：-】生涯活躍のまちへの移住者数は、商業施設が先行して整備され、住宅は商業施設完
成後順次開発される予定のため、ＫＰＩの実績はカウントできないが、事業者側グループで住宅整備に関する
検討が進められている。

ＫＰＩ16【達成状況：Ａ】】移住相談件数は、専用サイトの開設や事業者グループとの共同実施によるオンライン
セミナーの開催などにより前年度実績を上回ることができた。内訳は、49件が定住促進奨励金の制度説明を
含めた移住に関する相談件数、32件が専用サイトや広報などを通じてあった相談件数、33件が移住セミナー
の参加人数である。

完了

重要業績評価指標（KPI) 基準値

15

①
目
標
指
標

②
Ｋ
Ｐ
Ｉ

数値目標

人口の社会増減（転入・転出の差）

基準値

生涯活躍のまちへの移住者数
（定住(1)生涯活躍のまち・あさひ形成事業） -

順調

16,091 16,091 

3年度 4年度

8,636 

① 施策の進捗状況

単位
1年度
（決算）

2年度 3年度

事業費
合計

千円

（決算） （決算） （決算）

（決算）
5年度

5年度

113人
(元年）

▲74人
（2年）

（決算）

増加

目標値
（6年度）

（決算）

令和１年度 2年度 3年度 4年度

（決算）参考 （決算） （決算）
令和１年度 2年度

（決算）参考 （決算） （決算） （決算）

基本目標 関係課

9

重点施策 旭市生涯活躍のまち構想 主管課 企画政策課 担当班

重点施策マネジメントシート 令和 2 年度事後・決算
2 9

停滞 実施困難

（決算） （決算）
4年度 5年度 6年度

合計

概ね順調 〇
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▲11人

（30年）

目標値
（6年度）

-

200件 85件 114件移住相談件数
91件

（30年度）

推進委員会からの意見（要旨）
㉟生涯活躍のまちにおいて旭市の商工事業者とコラボレーションできるような形で運営していただければと思う。コロナ禍で特にサービス業は泣いている。そ
のような部分で盛り上げていけたらと思っている。地域の発展に繋がるよう、商工業でからめていければうれしい。

推進委員会からの意見に対する担当課の考え（要旨）
㉟まちができて終わりということではなく、賑わいの創出や市域全体への波及等のため、本事業の事業者が主体となり、エリアマネジメント組織を立ち上げる予
定です。また、このエリアマネジメント組織に対して、市や旭中央病院のほか、地域住民や商工会等、多様な方々の参画を得ながら、協力・助言を行うサポート
組織を別に立ち上げる予定です。旭市の発展のため、「生涯活躍のまち　みらいあさひ」を拠点とした持続可能なまちづくりを公民連携で検討していきたいと
考えております。

一般財源
合計

4,533 

④4年度施策の方針

-

③現状と課題、方向性、数値目
標・ＫＰＩ達成に向けた課題・問
題点

【現状】
・令和2年7月に事業協定書を締結、また、令和3年2月末に農転・開発に関する許可を受け、同年3月に造成
工事を着工させた。ハード面では、令和4年春のまちびらき（多世代交流施設を含む商業施設完成）に向け、
目途がついた。
・市が開設する多世代交流施設（おひさまテラス）についても、施設運営の指定管理委託に関する準備や設
置管理条例の制定等を行い、開設に向け、着実に進捗させることができた。
【課題】
・多世代交流施設開設に向けた準備のほか、まちの機能を活用した生涯活躍プログラムや移住者等の地域
への溶け込みを図る体制の構築など、まちの魅力を向上させるソフト面の充実を図る必要がある。
・市域全体の活性化につなげるための拠点として育てていくため、市民参画によるまちづくり組織の組成を検
討していく必要がある。
・機会を捉えた事業の効果的な情報発信を行う必要がある。

3670 生涯活躍のまち形成事業

537,409 537,409 

KPI達成状況の評価（数値目標）

S 目標値を達成（見込み）

A 基準値より上昇（10%以上）

B 基準値より上昇（10%未満）

C 基準値と同水準（基準値と同値～△10％未満）

D 基準値より下落（△10％以下）

― 評価不能（KPIの実績値が無い状態）



（４）重点施策関連事業
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事業費
千円

8,636 537,409

（決算）

5年度

（決算）

-

成果
指標

千円

移住相談件数 85件

事業費

事業費

成果
指標

千円

千円

成果
指標

事業費
千円

成果
指標

（決算） （決算）

〇

3670
生涯活躍のまち形成
事業

成果
指標

生涯活躍のまちへの移住者数 -

主な
事業 事務事業 単位

1年度
備考欄

6年度

1

3

一般財源
2

一般財源 4,533 16,091

成果
指標

114件

事業費
千円

一般財源

一般財源

一般財源

成果
指標

事業費
千円

事業費
千円

千円

7

8

一般財源

成果
指標

6
一般財源

成果
指標

一般財源

事業費
千円

事業費
千円

9

10

一般財源

成果
指標

一般財源

11

事業費
千円

成果
指標

事業費

事業費
千円

成果
指標

12

一般財源

成果
指標

一般財源

事業費
千円

13

14

一般財源

成果
指標

一般財源

事業費

15
一般財源

成果
指標

事業費
千円

（決算） （決算）

3年度 4年度2年度

重
点
施
策
に
関
連
す
る
事
業

Ｎｏ．

4

5

2年度決算のうち、生涯活躍のまちインフラ
整備費補助金500,000千円については、3年
度に繰越


